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暮らしを支える地域交通を
市
民
の
移
動
を
保
障
す
る

交
通
基
本
条
例
の
制
定
を

高
齢
化
が
進
む
中
、
市
内
各
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
買
い
物
や

病
院
に
行
け
な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

岸
本
市
議
は
、
市
民
の
移
動
権
を
明
記
し
た
公
共
交
通
条
例
を

制
定
し
、
市
の
責
任
と
市
民
・
事
業
者
の
協
働
を
促
す
こ
と
。

さ
ら
に
「
大
津
市
が
考
え
る
『
交
通
空
白
地
』『
交
通
不
便
地
』
が

市
民
生
活
の
実
態
と
は
違
う
」
と
、
現
状
の
把
握
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、「
住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
な
ど
、
様
々
な
関
係
機
関
が

参
画
す
る
『
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
』
で
、
施
策
を
推
進

し
て
お
り
、
住
民
の
要
望
に
も
合
致
し
て
い
る
」
と
、
答
弁
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
政
に
向
け
引
き
続
き
が
ん
ば
り

ま
す
。

志
賀
北
部
地
域
は
JR
湖
西
線
が
唯
一
の
公
共
交
通
機
関

で
す
が
、
駅
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
く
、
ホ
ー
ム
ま
で
は

約
50
段
の
階
段
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
は
、
そ
の
JR
さ
え
利
用
が
困
難
で
す
。

住
民
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
に

支
援
強
化
を

岸
本
市
議
は
、
住
民
有
志
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
買
い
物

や
通
院
を
支
え
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
へ
の
支
援

強
化
に
つ
い
て
質
問
。

市
は
「
こ
れ
ま
で
の
住
民
に
よ
る
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
地
元
住
民
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
課
題
を

整
理
し
て
、
新
た
な
交
通
手
段
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
」
と

答
弁
。 志

賀
地
域
の

交
通
対
策
を

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
交
通
対
策
の
先
進
事
例
と
な

る
よ
う
引
き
続
い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

近
江
舞
子
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
で
活
性
化
を

湖
西
線
近
江
舞
子
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

岸
本
市
議
は
、
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
を
含
め
て
、

県
と
の
連
携
を
行
う
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

市
は
「
県
が
策
定
し
た

湖
西
線
利
用
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
目
的
に
、

湖
西
線
の
観
光
誘
致
や
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
も
あ
げ

ら
れ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
視
点
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
向
け
連
携
し
て
い
く
」
と
前
向
き
な
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

熊本市は日常生活や社会生活を営む上で必要な移動権

を基本に据えた公共交通基本条例を制定しています。

基幹の市鉄・バス（市営・民営）を中心に、最寄りのバ

ス停や鉄道駅から１キロ以上離れた地域を空白地域（市

内７地域）とし、地域ごとに住民で協議会をつくり、バ

ス停を決めるなどの予約制乗り合いタクシーを運行して

います。（２００円の均一料金で赤字は市が補てん）。

０・５～１キロの地域を不便地域（住民の協働が主体）

と、距離で明確に規定し、空白地域だけで年間５千万円

の予算を費やすなど市民の移動権を保障しています。

（市議団で視察に行きました。）



子
ど
も
の
貧
困
６
人
に
一
人

「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
が
２
０
１
２
年
で
１
６
・
３
％
と

過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岸
本
市
議
は
、
現
在
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
、
生
活
保

護
と
一
人
親
世
帯
の
中
学
３
年
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

「
学
習
支
援
」
と
、
夜
間
や
長
期
休
暇
を
一
人
で
過
ご
す
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て
、

早
急
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

た
な
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

就
学
援
助
の
拡
充
を

大
津
市
の
就
学
援
助
を
受
け
る
生
徒
は
５
人
に
１
人
と

他
市
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

岸
本
市
議
は
、
来
年
度
の
生
活
保
護
基
準
改
悪
に
連
動
し

て
、
現
在
就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
外
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
「
国
や
他
都
市
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

生
活
保
護
は
、
今
年
４
月
に
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

共
産
党
市
議
団
の
指
摘
で
、
今
年
度
は
受
給
世
帯
へ
の
影
響
を

回
避
さ
せ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
保
育
料
が
大
幅
増
！

一
昨
年
、
民
主
・
自
民
・
公
明
の
３
党
だ
け
の
合
意
で

「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
が
強
行
さ
れ
、
来
年
４
月
か

ら
、
幼
稚
園
や
保
育
所
（
就
学
前
児
童
施
策
）
が
一
体
的
な

制
度
と
な
り
、
所
得
に
応
じ
た
保
育
料
を
定
め
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
大
津
市
で
は
、
公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
が
、
現
行
の

８
５
０
０
円
か
ら
、
最
高
１
５
０
０
０
円
と
大
幅
な
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。
（
所
得
に
応
じ
て
減
免
措
置
あ
り
）

新
制
度
は
、
消
費
税
10
％
増
税
を
最
初
か
ら
財
源
に
し
て

お
り
、「
社
会
保
障
の
充
実
」「
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
」
と
、

さ
ん
ざ
ん
政
府
が
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
施
策
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
岸
本
市
議
は
「
合
併
で
廃
止
さ
れ
た
志
賀
地
域

の
３
年
保
育
を
大
津
市
で
実
施
す
る
べ
き
」
と
、
議
会
で
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
新
制
度
は
「
３
歳
以
上
の
子
ど
も
に
教

育
を
提
供
す
る
」
と
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
津
市
で
は
未

だ
に
３
歳
保
育
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
保
育
料
だ
け
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
子
育
て
支
援
と
は
逆
行
し
ま
す
。

現
在
、
幼
稚
園
で
制
度
の
説
明
を
実
施
中
で
、

今
後
、
意
見
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

是
非
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
じ
め
解
決
に
逆
行

競
争
教
育
の
押
し
つ
け
や
め
よ

教
育
委
員
会
改
革
法
案
が
今
年
６
月
、
自
民
党
・

公
明
党
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
各
自
治
体
の
教
育
の

方
針
と
な
る
教
育
振
興
計
画
を
首
長
が
策
定
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
愛
国
心
に
ふ
さ
わ
し
い
教
科
書
の
活
用
」「
学
力
テ

ス
ト
の
順
位
公
表
」
な
ど
の
記
載
も
法
的
に
は
可
能

と
な
り
、
政
治
が
教
育
に
介
入
し
て
い
く
事
へ
の
懸

念
が
教
育
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
津
市
で
は
、
現
在
、

第
２
期
教
育
振
興
計
画
が

越
市
長
を
筆
頭
に
策
定

さ
れ
て
お
り
、
「
学
力

ト
ッ
プ
」
「
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
（
い
じ
め
対
策
）
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
英
語
教
育
）
」

な
ど
６
項
目
が
骨
子
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

岸
本
市
議
は
、
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が

「
英
語
教
育
」
に
誘
導
す
る
質
問
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
「
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
教

育
現
場
の
声
に
応
え
る
、
教
育
振
興
計
画
と
な
る
よ

う
」
求
め
ま
し
た
。

大
津
市
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
課
題
は
、「
い

じ
め
対
策
」
だ
け
で
は
な
く
、「
貧
困
・
虐
待
・
発
達

支
援
・
不
登
校
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
い
じ
め
問
題
」
に
取
り
組
む
の
な
ら
、
国
連
が

「
い
じ
め
・
不
登
校
・
自
死
な
ど
を
助
長
す
る
」
と
、

再
三
に
渡
っ
て
指
摘
し
て
い
る
学
力
テ
ス
ト
な
ど
、

競
争
教
育
こ
そ
大
津
市
が
率
先
し
て
中
止
し
、
い
じ

め
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
？

そ
の
解
決
に
取
り

組
む
べ
き
で
す
。 

 

そ
の
他
、「
来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」「
養
護
教
諭
の
増
員
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

 

子どもが輝く、子育て支援を 


